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,
.

旗

本

の

經

濟

生

液

が

：困

镞

し

て

.來

た

記

事

は

加

な

り

早

い

頃

が

ら

現

れ

：て

ゐ

る

。

三

代

家

光

時

代

に

す

で

に

そ

の

徵

候

を

示

し

て

ゐ
 

る

o

多
く
へ
の

.書

物

に

傳

齋

ざ

れ

、
。
よ

く

引

用

.さ

る
 
'

例

で

は

あ

る

が

.、

最

も

よ

，
'く

そ

'
.の
■苦

境

を

.示

ず

、も

，
の

で

.あ

■る

.か

ら

、
^

に

揭

げ

る

o 

:
「

大

猷

i

様

御

時

、

旗

本

中

勝

手

不

罷

成

候

に

付
 

>
.御

小

姓

、
へ

御

書

院

兩

番

の

番

頭

中

申

合

候

て

，拜

借

の

願

申

上

候

、
伊

一

岛

守

殿

兩

桥
 

「

頭

函

御

M -
ハ

被

钱

候

て

' 
列

座

の

所

へ

癒

出

^-
れ

"
.'
;殊

办

，外

.不

機

嫌

：に

セ

被

申

渡

候

ば

、(

い

が

様

の

儀

組

中

願

申

候

.と

.
て

各

取

次

被
 

申

盡

何

ぬ

心

得

に

候

故

丨

權

現

樣

、
，
台

德

院

様

御

遺

言

，に

て

.一

統

金

子

•太

分

被

下

置

、

：
御

當

代

に

，
至

り

て

V

一'銃
：：

に

御

加

堦

仰

せ

付

ら
 

.れ
％
® :
あ
結
權
に
被
仰
仗
候
處
、
間
も
無
く
亦
ヶ
様
の
願
被
申
上
候
も

'の
に
.て
候
哉
、
夫
を.組
中
願
候
べ
は
と
て
、
各

取

次

被

農

事

、 

驗

こ

士 

•

.
大
聲
に
'て
被
屯
渡
候
故
、-染
座
泜
'»'
)5
ぼ
ら
|

:

と
立
被
中
候
、':
-
上
座
^

衆
1

挑
尻
^

成
ヴ
_

時
分
、
中
程
1€ 

*•
•
;
.居
槭i

-

候
氧
人
、
：
其

壊

豆

守

殿

側W
近
寄M

5
-
、

い
：
つ
；れ

も

待

候

<<
^

高

聲̂

被

申

候

故

：、
.：
立

候

衆

も

ま

た

立

歸

W

啦
候
^
* 
.其

時

右
 

:
の」

ー' 

守

巻

被
_

候
は
、
只
今
被
仰
渡
候
趣
御
尤
至
極
迄
舉. #候

：、

さ

れ

池

贫

段

麻

七

も

、
組

中

茳

：不

_

渡
に
%:

は
無
之
候
、

U
鄰
ロ
，ま
.ね
：の-檨
^

餱
锝
共
：*
御
代
々
^

權

被

仰

找
.
與
.上

御

洳

增

近

き

頃

被

下

：置

、
：：
變

無

べ

候

處

左

檫

：
％

_
r
不

覺

. 8
5
^

、

，
自

由

成

願

、

ホ

>,
#
申

上

'間
舖

拍

、

^

:

^

^

:
审

聞

候

べ

.共

、

と

：
か

:<
.不
勝

字

把

セ

御

奉

公

相

^

た̂

％

旨

各

申

に

付

、 

-是
非

だ

ぐ

取

ぃ

繁

上

候

^

共̂

不

舲

味

に

致

候

て

中

上

候

忙

ズ

は

無

之

餱

バ

此

山

は

御

す

そ

を

於

き

不

申

^
:
^

可

被

成

旨

被

裏

^
ば

、
：
#

1垃

守

殿

し

'ば

-;
6

':
<

-
て

.尤

凇

賴

候

、
.
同

役

詮

儀

可

住

日

繁

觸

：

右

^

i:A
姓

名

.不

承

候

、.

こ 

--
^ :〕

^

私

±

織

：々
、も

苁

返

^

_

見

事

な

名

儀

杞

候

故

0

#

 ̂

I
沙

浓

無

之

哉

ど

伊

i

殿

#
速

お

れ

被

1

§

我

成

儀

忙

御

座

^

其̂

翌

日

餘

葉
3

1

^

被

遊

':
;
;
-
»
御

§

鄉

金

1

ぺ.

御

成

一

一
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.

•
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.

.

 ̂

.
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'

,

•

:

■

■

翁
本
.困
窮
の
鎮
程̂

や
い
ー
て
，

/'
:
五
'、

、

五

)

.1 

:

て
へ
n
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.

.-
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.

筆

.議

〔

の
過̂

に
つ
、
い
で
。

 

^
 

(

、
?
.

)

ノ

■

屢

S

薦

還

■

上

意

：に

き

齊
1

大
: 1
■

嬉

璧

_

に
■

の

證
^

^

被
#,
^

^
ば
*>
.御

象

來

盤
‘の
爲
に
候
、
然

る

：
に
.御

聞

靈
.候

へ

ぼ

：
■.
•諸
旗
本
#

Q

外

木

攀
fe

て
.

に
^

^

一
 

銃

！
！
Ĥ
仰

， 

f

松
候
、
尤
身
艘
相
職|

^ 1
(

に

か
.1
,
候
様
に
仕
候
へ
と
御
意i

f

、
；御
#

中
被
作
候
：

t
r

澤
山
ft

か
，し
候
激̂

j

仰
せ
中
-
さ
, 

.
5
^
^
:

 

.

.
^
ょ̂
^

い
有
^

^

程̂
^

^

^
、
务
^
ぅ

光
^

2

^

*

^

-
;̂
艇

處

に
-.
:
>
:御

|

!

^

^

^

^

£

れ

 

^

|

^

0ぬ
ぁ

の

^

J
nl
l :
兩

い
- 

千
.右

の̂

9.

は

,同
.に

何

程

と

中

觉

と

览

へ

.巾

候

、®

HU
の

思R2

は

さ

様

に

ズ
I

無

之

候
 
>
.
.
共

者

の

勝

手

を

承

り

候

て

、

た

と

ひ

西

贫
 

七
^ :
m

:i
が

^

可
 
5

-

^

^

:

^

^

^ :
:
绅

に

^̂ .
^

^

^̂,
^

^

^

^

灶

 

吃
は
、
；

「

す
<

な

.<
'

^

5

;

.

 ̂
る
^
ょ

乂

贺
rl
l
q

秦

裳

■

一；遞

義
: 1

借
金
.：の
：高

臂_

相

觀

レ

霉

程

羃
,

て
で
^

前
修
せ
出
さ
れ
赋
ぱ
、
そ
こ■に
て
候
、#

金
す
き
.と
濟
候
卜
f£
、

j n

 
二
年
程
の
勝
手
取
續
申i

慶
を
か
し
^

へと
>

;^
に

« -
ふ

-:
-
.••
: 

(
「

1

か
說
ヤ
勢
免
天
諸
草
：
^

之
ー
.
'

)

：

-
;
.
'
、
：

!

' 

. 

,
 

.
.
.
.

替

-,

,ン 

-U
1
1
;田
村
^

^

敗
は
こ
^

を
寬
永
±:
1
年
度
の
：恩
貸
に
關
す
る.交
涉
と
さ
れ
て
ゐ
る(「

、江
戶
坐
活
.の
ぅ
ら
お
芩
て“
四
四
八
頁〉

0「

大
稱
：
 

院
®

i

%
十
年1

1

月
ft
-
'啟

# :
#

^

ど
'い
^

事

ぁ

ザ

：
で

。

兩

電

太

石

^

下
さ
作
？

給
は
る
輩
は.采
.

に

が

：ベ

卞

さ

れ

0
,
.
.
.
こ
^

^

で
腺
ら
：ざ

备

襄

に
1
;ー
；
诨

石

づ
.夂
賜
は
.

^

3

4ぞ

.し

ぷ

.

(

或

落

勸

歷

_

歌
四
十
卷
セ
Q

七
頁)

。
ご

隹

前

記

引

嬰

の

近

き

轉

の

認

增it
:
當

各
<D

か
，̂
知
れ
年
c
;°
^

rt
m

L
1:
-' 

も
^

^ ;
に
寬
永
«

ぬ
於
_

で
#

本
階
級
0 -

財

政

困

窮

銮

れ
*

襄

^

で
斧
る
5

ン

■
>
,

: 

-

,-
,:
 

r

:

'

C

:

當
1

^

や
1

;

は
ず
で
.に
徤
佥
';
&

も
' 0
:で
：省
0

た
^

は
ー
；
ひ
か̂

^

し
か

し
凍
に
：角
多
少
矽
餘
裕
も
ぁ0
.衣
の
.で
、
上
：記
.の如

：： 

备

^

^

#

^
ク
た
の
.ー
で?>
.
.ぁ
3

\'
0

し

か

し

と

：
れ

を

何

時

*.
で
^

©

^
る

こ

、
と

始

事

實

玉

：
不

可

能

.で
ぁ
; ^
0
.
.旗
本
尊
咱
身
め
{
1
1
更̂
.
‘ 

憂

^

す
多
こ
4

は
勿
^

で

ぁ

：，る
0

_

^
幕
府
对
顧
繁
に.奢
侈
を
禁
じ
、
；節
約
女
强
制
し
不
ゐ
：

4

。\
.例
へ
，ば
3
^
^
^

A
十

1

,1
:日

.に
旗

木

支

全

部

召

集

：レ

て

發

布

^
靈

令

の

：冲

に

も

、

h
兵

具

の

.外

德

人

.
具

1

好

0

:.:私

の

囊

ー

べ

ぁ

ら

文

萬

篤

灰

用

.. 

r
:'t
。

知

行

i

o
.:
.
:
'
畢

爾

，

風

損

o

虫

附

0

齋

舟

破

損

;.
0

或

は

火

事

,0
:こ
の

：；外

汄

名

资

だ

名

大

&
み

失

嗔

は

各

颺

#
め

^

て
身
體
な
^

^」

學
公
難
レ
勤
輩
は0
:
;可
レ
爲
1販
事
？
し
：

「

屋
作
,̂
0

小

身

、
の

傲

匕
.至
*

^

近

舞

分

：
に
_

美
燭
忙
及
デ
_

今
似
後
身
體
ヒ
相
應'
:
' 

知

其

例

を

德

合

。
輕
ん
可I

'r
^

J「

嫁
取
仏
規
式
。
近
年
は:/
|
>身
の
讀
^

至
逛
サ
は
表
は
來
乗
麗
杞
及̂
.
一
 
间
礙
諸
道
具
以
下o
. 

/ 

分

欠

過

た

：る

結

樺

>

た

各

ザ

儉

約

金

用

：べ

^
:
:
.た
4

办
大
身
た
り
共4

. *
_

釣

輿

右

屮

丁

^

裏

甚

十

类
 

敫
扁
ヒ
以
？
；
分
限
に
應
じ
沙
汰
す
：べ
隹
こ
.と
#

顏
舞
办
膳
”
木
具
游
邏
薹::
-;0
淦
銀
胗
色
麗
:]
1
1乏
，

«

し
#

ず

..
}.0

1

1

:;
''0
着

取

の

と

き
;-
0

金
|

。

」

着

「

1

^
赞
に
及
.癸

ら

ず
.-
'0
:
|疆

禮
_灌
。
：
太
次
馬
或
资
金'
1
;枚
？
，
：隨
分:1
1
:柯
を
以
ヤ
槭
泱
す
的
也
。
：：
«
鈒 

疋

潘
3

可
，
用
，4
.
弁

小
: *
$

袁

#

く
可
#

.
少
|

用U

遺之
？；：

國

火

名

難

算

て
'出

卷
: #
4

-1
«
:: >
1
,の
ー
臺
い
ー
た
す

.べ
か
ち
ず
>-
°

勿
論
^

#

^
も
輕
少
於
、,

畫

」

。.
’

(

前
猫
ぃ
第
ー—
 

十
九
髂i

ハ
九
七
馮)

-o
.こ
れ
を
前
损
0 ,

同
年
中
と
_

定
夺
る
恩
貸
0

仲
^

比
鞍
^

る
時
总
日
外
に
：稱
々
な
^
意
味
を
考
へ

1

せ
ら
れ
る
で
，

,

ぺ
.；_義

调

；

旗
本
.阐
聆
の
鉍
秘
に
つ.
い
て
.
‘ 

七

ン

c

'

^
-c
>

,.
.
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■衾

管

：奢
f

戒
め
、
齒

を

蕭

ず

る

こ
i

だ

讓

で

翁
^
^

ゾ
窗
本
せ

■

ム

评

、
$

^

^

康
爲

1

ン
及
ガ̂

”

象
J

_

淒

緣

讓

乂

霍

，

•

隹

S

饗

驚
I

芳

.ニ汐

1

げ
(

.力

參
V

は

た

ヵ

ー

ら

幕

。

大

刀

。
：
蓋

，

'
た

て

も

Q
.
.
P
,
.
手

凌

々

奢

•

、い
; ^
$

 

•
.
.
.
.

、デ

.

遭

.ハ
4

ず
。
冷

ょ

ゃ

淨

袖

对

讓

。
；着

。
：

：

舊

を

洲

翁

に

及

ば

ず

。'有
ぁ
.は
せ
し
ま
、
に
着 

‘
■: 

:

vネ

奴

灌

輪

吩
■

に
定
^

.
'隹

論

讀

蒙

t

土
f

贈
る
f

i

觀

疆

I

ャ
I

I
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一

.V

き

衆

f

 

W
第
ぜ
ユ
く
戈
し
尨
む〕

べ
し
。
；_

計

詹

卷

こ
_

聞

為

る

。
：前
に
も■

の
壬
艱
困
す
と
聞
ゅi

よ 

:
有

苷

養

迄

。
猶8

七

聞

：
し

否

れ

。

御

不

ま

f

ず

。

：
、
i

f

:

組

：頭

及

諸

有
I

ま

で

：
。
：：

f

ま
s

f

れ

し

ぅ

へ.h

I

れ

ぼ

。I

I

何
f

心

I

^

I

I

I

I

I

I

l

l

l

l

l

i

 
は 
1

1

1

1

 困 
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l
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の 
I

I

I

I

I

I

I

I

 

m

l

せ
ら
れ
ぬf

^

名
.に

: ^
:

/ ¥
ん
き
り
に
家
計
困
窮
す
る
の
聞
ぇ
ぁ
办0

いといぶかしく思吞せば

0

そ
の
故
ょ
し
を
注
記
し
て

O

進
呈

i
 

4
む
4

%

仰
7

^
る」

'.
0

_

' 0
4

8

、
と
：
い

論

翦

が

ぁ

る

。

'.
^

co
滋
^

雖
も
频
藥
に
身
約
令
を
雨
下
し
て
、
.放

本

.
の

奢

侈

を
 

戒
飾
し
^

ゐ
名
。
：-.

:'
;

.

.

.:'
1
-

.

:

^
 

虞

令

亦

何

摩

の

效

报■■
■.
0な

か
, 0
:た
こ
：土
は
、
，そ
れ
等
が
頻
繁
に
發
嗱
ら
れ
た
こ
と
に
依
つ
て
名
想
像
出
來
る
。
'世
は 

泰
平
と
愈
^

、
貨
幣
經
濟
の
發
達
す
る
と
共
に
、
生
活
の
向
上
、
物
價
の
騰
貴
は
到
底
免
れ
得
：べ
く
も
な
い

0

殊
に
元
祿
の
惡
貨
の|
| 

ぷ
^
:
:洲
？

ツ
：フ
 

>

エ
シ
.ョ
ン
' ^
效

-.
^

を
生
じ
> 

l: i

は
元
祿
の
.華
^

文
化
i

生

じ

だ

が

、

結

局

は

武

士

僧

級

、
、
殊

に

太

都

市

、
，
江 

戶

を

生

活

の

本
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.
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■

困
窮
の
遇
程
に0

い
.て 

•
• 

H

A 

(

3

0

.

今
取
が
一
例
と
し
て
引
用
せ
ん
と
す
る
の
は
、
ニ
千
石
の
旗
本
仙
石
家
の

そ

れ

で

.あ

るタ

本

家

は

五

萬

八

千

石

、

但

馬

出

'石

の

城

主

で 

あ
る
。
例
の
天
保i

八
年
仙
石
騷
動
の
た
め
三
萬̂
に
減
知
さ
れ
た
家
で
あ
る
。
そ
の
分
家
た
る
仙
石
丹
波
守
久
貞
及
び
能
登
守
久
大

(

本 

家
を
相
續
し
た
識
岐
守
久
利
の
實
兄
で
あ
る

)

の
時
代
、.幕
末
文
政
ょ
り
文
久
に
至
る
間
の
文
書
を
見
る
と
、
如
何
に
あ
ら
ゆ
る
方
法
に 

依
っ
：て
借
金
を
し
た
か
文
推
測
さ
れ
る
。
丁
度
時
代
が
木
家
に
騷
動
の
あ
っ
た
頃
に
當
る
が
、
そ
の
た
め
に
如
何
な
る
影
響
を
受
け
た 

か
知
る
こ
と
は
出
來
ぬ
？
多
少
影
響
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
因
み
に
仙
石
家
の
屋
敷
は
江
戸
見
坂
下
に
あ
っ
た
。

あ
ら
ゆ
る
旗
木
御
家
人
が
借
財
の
手
段
と
し
て
利
用
し
た
金
融
機
關
は
札
差
で
あ
つ
た
。
又
こ
の
こ
と
に
依
っ
て
札
差
が
富
を
作
り
、

-
-
-
- 

• 

i 

.

.

豪
奢
光
生
活
を
な
し
た
こ
と
は
、
餘
り
に
も
有
名
な
事
實
で
あ
る
。
仙
右
家
も
勿
論
こ
れ
を
利
用
し
て
、
融
通
を

0

け
て
ゐ
.た
0

仙
石 

家
は
上
總
及
び
近
江
に
知
行
所
を
與
へ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
他
方
御
足
高
と
し
て
藏
米
を
受
取
っ
て
ゐ
た
。
未
だ
丹
波
守
の
時
、
こ
の
藏 

米
を
前
借
し
て
ゐ
る
證
文
が
あ
るo
當
時
公
定
の
利
息
は
大
體

(

少
く
と
も
表
面
上
は〕

年

|

割

一

一

歩

で

あ

っ

た

o

と
の
證
文
も
金
爱
兩 

に
っ
き
、
置
ヶ
月
銀
六
分
の
利
足
で
あ
る
か
ら
、
銀
六
十
匁
を
一
雨
と
す
れ
ば
、
年
一
割

 

一̂

と
な
る
。
表
面
上
は
公
平
な
も
の
で
あ 

る

。

，文

政

元

年

に

は

、

小

判

、

一

一
分
判
、.一
分
判
の
惡
貨
を
鑄
造
し
て
ゐ
る
。
こ
の
文
政
小
判
は
元
來
惡
貨
で
あ
っ
た
元
文
小
判

—
- 

-
• 

r

即
ち
文
字
金
ょ
り
も*

さ
ら
に
惡
貨
で
あ
っ
た
。
明
治
七
年
の
大
藏
省
報
吿
貨
幣
憤
格
表
に
依
れ
ば
、

.
元
文
小
判
、
同
一
八
ヵ㈣

は
各
一 

兩
に
付
、
金
.五
圓
七
十
五
錢
八
九
に
對
し
て
、
文
政
小
判
、
.同
一
殳
㈣

は
各
ー
兩
に
付
、
金
丑
圓
ー
ー
錢
九
一
一
と
な
っ
て
ゐ
る
。
奪
府
は 

.勿
論
舊
貨
の
使
用
を
禁
じ
て
は
ゐ
る
が
、
矢
張
流
通
し
て
ゐ
た
ら
し
く
、
こ
れ
こ
の
證
文
に
、

(

又
後
揭
の
も
の
に
も)

、
文
字
金
也
と
宕 

ふ
斷
り
書
を
附
し
て
ゐ
る
所
以
で
あ
ら
ぅ
0

そ
の
證
文
は
次
ぎ
の
如
し0

「

請

取

^

御

藏

米

前

金

之

事

1

金
百
拾
貳
兩 

但
文
字
命
也

右
者
且

那

無

據

要

用

一

一

付

一

1
1率
御
’足
高
書
入
爲
前
金
糙
請
取
借
用
申
所
實
茁
也
返
濟
之
儀
者
來
金
相
渡
次
第
金
鼙
兩
一
一
付
登
ヶ
月
銀
六

分
宛
利
足
ヲ
加
元
利
引
取
勘
定
可
被_
候
萬
々1

御
足
高
請
取
不
申
候
ハ
ヾ
施
方
物
成
ヲ
以
罾
帛
^ :
元
利
共
急
度
罾
胄
可
申㈣
若
又
勝

手
ゴ
付
御
藏
宿
外
江
申
付
候
ハ.ヾ
^

ガ
彳
借
用
金
皆
濟
之
上_
双
御
罾
^
^|
#
¥
_
候
右
約
束
ニ
候
得
者
其
節
少
茂
相
違
無
之
候
爲
後 

日
旦
那
裏
判
役
人
連
印
證
文
仍
如#

仙
石
丹
波
守
內
.

井

上

お

柄
 

內

田

此
右
衛
門 

吉

甶

東

左

衛

門

札
差
の
高
利
貸
的
利
得
に
慕
庇
が
壓
迫
を
加
へ
た
の
，は
、

.寬
政
改
革
と
天
保
改
革
と
の
二
囘
で
あ
る
o
'
,
'
そ
の
結
果
は
多
：少
旗
本
を
救 

濟
1

^

も

知

没

ぃ

が

、
却
ク
て,

の
金
融
を
奮
し
て
、
：財
界
を
不
安|

し
め
、
|

|

を
獻
ぜ
し
め
た
方
が
|

か 

つ
た
。
旗
本
が
如
何
に
こ
れ
等
の
機
關
に
依
存
し
て
、
そ
の
經
濟
生
活
を
遺
及
く
り
し
て
ゐ
た
か
を
卿
ふ
に
屁
る
。 

仙
石
能
登
守
の
時
代
に
な
っ
て̂
^
そ

の

窮

迫

は

依

然

と

し

亡

變

ら

な

か

つ

だ

ら

じ

ぐ

、
：
天

敗

八

年

に

^ :

人
加
ら
斯
達
て
、
ゐ
る0 

:

:

:

.

「

借
用
申
金
子
之
事-'
+

:
旗
本
因
窮
の
過
程
に
っ
ぃ
：て

'

:

三

丸

C

三
九)

文
政1

兀
寅
年
十1

月
坂
倉
屋
太
郞
兵
衞
殿」
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金

六

桧

陳

也

い
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ミ
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右
漭
且
那
勝
ガ
向
就#

用
借
用
中
處
實
茈
也
返
濟
之
儀
衆
當
月
廿
八
日
迄
上
總
知
行
所
物
成
代
着
米
次
第
金
贰
拾
兩
聱
分
之
利
息
ヲ
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元
利
共
無
相
逄
急
度
返
濟
可
^

^
萬1

蓊
米
芨
.延
引
候
べV

當
時
着
米
藏
詰！
:̂
相
，拂
急
敗
返
濟1

候
^
1
1
1.
候
掙
#
^
1
^

違

無
之
候
依
&

&
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內
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此

右

衛
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^

右
の
日
附
を
見
る
と.十i

一
月
十
五
日
か
ら
廿
八
日
ま
で
僅
か
十
三
日
間
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
利
息
は

a

拾
兩
に
對
し
金一
分

で

あ

 

.夺
加
^

1

^
/|
歲
て
>̂
!

'
を
0:
餘
程
著
迫
つ
た
入
用
と
思
は
れ
る0

し
か
も
同
じ
月
に
他
の
町
人
か
ら
金
贰
拾
五
兩
を
借
用
し
て
ゐ
る
。 

こ

の

方

ば

潭

な

し

、
期
間
ゆ
廿
印
限
ち.
_
_廄
6

^

五

喊

：に

畫

％
#

育

習

】

1
割

コ

步

で

あ

る
.
0
:
,や〜

低
利
で 

は
柏
犀
松
苽
敵
と1K

ふ
_

人
セ
あ
^

パ
ボ
ら
に
翌
茺
保
丸
钜
呀
巧£
ゆ
增
上
寺
ょ
队
借
金̂

^

^
ゐ
：る
0
フ
：
：

.
：
'
'

:'
'

:
.'
,

c

;

v

l.
:
へ

'
1
/
i
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傲

用

塞
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之
事
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I

金
百
兩
者
、
 

但
通
用
文
字
金
也
：

右

龚
 

■

卿
⑴
御
役
所
御
手
當
金
之
内
ニ
御
座
候
處
今
嚴
仙
石
能
登
守
'

.

公
務
要
用4

付
®

リ
中
處
實
疋
御
座
候
就
上
者
來
ル
九
月
廿
日
眼
金
慕
ー
ー
螢
ヶ
月
七
拾
艽
匁
宛
利
分
相
加
無
相
違
返
濟
可
仕
候
勿
論 

御
大
切
御
手
當
之
麗
登-
^得
_

知
之
上g

リ
被
中
候
儀
候
得
者
譬
世
間

j

統
如
俏
樣
異
變
御
座
候
共
此
於
御
金
者
毛
頭
無
相
違
急 

度
返
紈
«!
■,
中
候
若
連
印
之
内
役
替
条
仕
候
ハ>
早
逾
|
:顧
和
^
他
役
之
者
此
證
文
調
印
可
仕
候
爲
後
證
一
札
仍
如
件

.仙
拓
如
免■

.
:

■
天
保
九
戍
年
四
月 

■ 

, 

■
用
人
長
谷
.川
唯
助

、
 

.
 

用

人

€

即

此*
1
1
^
1
:

. 

家

老

龙

田
'
東
於衞

！：

へ

、
フ

/

:
增
上
寺
御
役
所」

.

.

.

が

r

こ
れ
が
所
謂
名E

金
で
あ
る
か
如
何
か
は
、
證
文
の.上
か
ら
だ
け
で
は
解
ら
な
い
が
、
增
上
寺
が

T

山
の
.闹
難
を
訴
へ
て
貸
付
金
及. 

び
！£
胁
«

^ ;

許
可
を
出
願
し
、
文
政
七
年
ヤ1
^ !

に
そ
の
^

&

.を
得
て
ゐ
'る
0

そ
じ
ウ
灘
賀
屋
啦
七
、

」

上
總
屋
銀
：次
郞
、
播
磨
屋
作
兵

衞
、
J

場

が

金

主

I

て
貸
l

i

暴

^

す
で
に
十
數
卬
を
經
て
ゐ
る
が
、
名
目
金
は
禁
止
さ
れ
ず
、
又
廢
止
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、

恐

ら

く

と

れ
も
.そ

の
一
つ
で
は
な 

い
か
と
思
は
れ
名
叫
後
に
揭
げ
る
水
戶
家
芝
貸
付
所
の
分
も
同
様
な
も
の
で
あ
ら
ぅ
。

_

困

蒙
'鬚

，

つ
 w

.
.
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■

、

四
'
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W

二



旗
本
困
窮
の.過

程

.に
つ
い
て

 

四
ニ
.

、
四
n

j
 

:
次
ぎ
に
領
分
の
百
姓
に
先
納
を
命
じ
？
叉
質
入
借
金
を
し
て
.ゐ
る
o
: 

‘

.
:「

丑
暮
先
納
調
上
金
之
事

…

 

' '1

金

七

兩

也

'

:
 

、

•

.

.
 

>

右
者
當
暮
御
勝
手
向
御
差
支

U

付
無
據
先
納
御
借
入
御
用
金
被
仰
付
候
處
前
書
之
通
上
納
糙
請
取
申
候
御
下
ヶ
金

之

儀

者

來

寅

御
物
成

を
以
金
贰
拾
兩
二
爱
分
之
利
足
を
加
元
利
共
御
下
ヶ
可
被
下
候
爲
後
日
御
裏
判
役
人
連
日
證
文
仍
如
件

.

. 

- 

.

.

.

御
用
人
肋
調
役

天
保
十
二
S

年
十
二
月 

長

谷

川

隹

助

井

上

矢

柄

- 

, 

•

:

內

田

此

右

衛

門

' 

,
 

太

田

東

左

衞

門

田
越
M

頭

源

:

七
江
し 

次
い
で
十
九
竿
後
安
政
七
年
に
も
、
同
様
調
達
を
命
じ
て
ゐ
る

o

'

.

.「

調
上
金
御
證
文
之•

':
■

:

,

:

:

::
T

合
金
六
拾
兩
也，
'
, 

•

右
者
此
度
無
御
據
御
入
用
一-
付
御
品
物
御
下
ヶ
相
成

|
|

f

品
蕪
木
村
久
兵
衞
方
に
金
三
拾
兩
ニ
質
入
外
三
拾
雨
典
共
方
田
地
書
入
合

0
1

!i

而
書
面
之
通
調
達
差
上
骨
折
之
儀
 

.

御
滿
足
思
召
に
依
て
御
下
ヶ
金
相
成
候
迄
者
葙
利
分
年
々
十

一

一
月-I

至
リ
村
方
御
年
貢1

內
ム
而
其
時
々
之
相
場
を
以
御
下
ヶ
相
成 

候
條
其
旨
相
心
得
取
斗
可
中
候
且
御
品
之
儀
者
御
流
物
相
成
候
儀
無
之
候
得
共
萬
一
之
節
者
田
地
書
入

之

上

調
達
之

金
子
丈

ヶ

者

村

方

 

御
年
貢
納
米
之
內
を
以
御
下
ヶ
可
相
成
積
聊
相
違
無
之
候
爲
後
日
御
裏
判
御
證
文
仍
如
件

安
政
七
申
年
ニ
月 

太

田

東

左

衞

門
<

■

內

田

窨

三

太

: 

田

越

村

名

率
：

し

，
淸
左
衞
門」

こQ

一
一
通.の
證
文
は
結
局
明
治
ま
で
返
濟
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
見
え
、
前
者
の
分
は
そ
の
裏
面
に
、

「

明

治

十

.年
十
月
廿
日
戾

ル
、 

此
節

金

四

靈

シ

候

也」

と
記
し
て
あ
り
、
又
後
者
の
分
は
同
年
同
月
同
日
付
で
、
田
越
村
元
名

.麦

保
田

淸

左
衞
門
の
署

名
擦
印
を 

以
づ
て
、
同
じ
く
裏
面
に
、

「
一

此
證
文
之
外
證
書
幷
先
納
受
取
之
類
一
切
無
之
候
萬
一
差
出
候
共
反
古
之
事

」

と
'記
し
、
さ
ら
に
同
じ 

く
-
右
之
1"
*

金
四
園
遺
し
候
也」

と
附
記
し
て
あ
る
。
兩
者
で
四
圓
や
っ
た
の
か
、
# .

々
に
づ
い
て
四
圓
や
っ
たの
か

不

明

で

あ
る
が
、 

.借
用
金
額
の
著
し
い
相
違
に
も
枸
ら
ず
、
同
一
に
心
付
を
與
へ
た
も
の
ら

.し
い
。
尤
も
前
者
は
三
十
七
年
を
、
後
者
は
十
八
年
を
經
過 

し
て
し
ま
っ
た
も
の
で.あ
る
。
そ
の
間
に
如
何
な
る
交
渉
が
あ.っ

た

か

全

然

不

明

で

あ

^

。

次
ぎ
に
自
領
の
村
を
引
請
人
と
し
て
、
增
上
寺
の
.僧
侶
と
水
戶
家
の
貸
付
所
か
ら
借
用
し
た
證
文
が

そ

れ

ぞ

れ

，
一

通
iづ
i

l

o
次
 

兵
衞
は
能
登
守
の
通
稱
で
あ
る
。

旗

本

困

窮

の

過

程

に
.っ
い
>
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こ
れ
は
恐
ら
く
名
自
金
で
は.な
か
ら
ぅ
か
と
思
ふ
。
し
か
し
水
戶
の
芝
貸
附
所
な
る
も
の
に
っ
い
て
は
未
だ
金
然

p

y
Tr
p

/a
:

ハo

可 

時
に
て
も
元
利
と
も
耍
求
あ
り
次
第
返
濟
す
る
と
袞
ふ
の
は
、
返
濟
期
限
付
な
る
に
拘
ら
ず
、
頗
る
不
當
な
も

0

で
：は
あ
苓
が
、
こ
の 

種
名
目
金
に
は
常
に
記
し
て
あ
る
文
句
で
あ
る
。
以
上
一
一
種
の
證
文
；が
何
れ
も
村
方
の
引
請
に
な
？

あ
る
0

恐
ら
く
單
な
る
武
家
の
證
文
だ
け
で
は
十
分
に
信
用
.が
與
へ
ら
れ
な
か
つ
た
が
た
め
で
あ
.ら
ぅ
' 0

そ

こ

接

本̂

經
«

上

の

言

 

用
が
大
v >
に
失
墜
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ら
ぅ
0

以
上
の
借
金
の
利
息
力
多
く
年l
fl

ニ
^

又
は
一
割
五
歩
で
あ
る
が
、
證
文.上
.に
止
ま
り
、
實
際
に.於

い

；て

は

ょ

り

以

.
上

0

利
息
に 

當
る
も
の
と
な
る,0
即
ち
元
金
を
渡
す
際
、
禮
金
又
は
筆
墨
料
と
し
て
若
干
金
を
取
除
く
こ
と
が
普
通
だ
か
ら
で

‘あ
る
。
そ
の
金
額
は 

通
^
:
元
金
の
二 +

•分

Q

一
、
挪
ち
五
步
ぐ
ら
ゐ
で
あ
っ
た
と
去
ふ
。
從
っ
て
實
I

の
利
廻
り
は
も
っ
と
多
く
な
るb
け
で
あ
る
。
か
く 

し
て
借
金
に
借
金
を
重
ね
て
遣
く
り
し
て
、
明
洽
維
新
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
な
ほ
旗
本
の
借
金
の
實
例
は
他
に

.も
多
く
あ
る
が
、
慎 

雜
で
あ
る
か
ら
こ
ふ
に
は
こ
の

〗

例
に
止
め
て
、
他
を
割
愛
す
る0 

:

ゼ

上
述
せ
る
如
く
、
旗
本
の
經
濟
生
活
は
著
し
く
頹
廢
せ
ざ
る
^
-得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
經
濟
生
活
の
不
如
意
は
又
そ
の
精
神
生
活
を 

墮
落
せ
し
め
ざ
る
を
得
な
いo .

御
家
人
株
の
賣
買
や
金
の
た
め

Q
結
婚
政
策
が
行
は
れ
た
の
も
又
止
む
を
得
な
い
。
旗

本
.の
.借
金
政
* ' 

は
結
局
1
2
2
の̂
諸
例
に
依
っ
て
も
明
ヵ
で
あ1
や
ぅ
に
、
百
姓
の
負
擔
と
な
り
、
町
人
の
勢
力
の
擴
大
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

平
賀
溉
內
が「

放
屁
論」

の
劈
頭
に
125
C

へ

る

が

如

く

、

「

春

さ

き

の

！
^

き

と

目

㈣

畠
御
代
の
侍
は
、
段
々
に
直
が
下
り
、
エ
農

商

の

三

^

に
養
：は
れ
る
素
餐
の
檨
に
思
は
れ

」

る
や
ぅ
に
な
っ
た
。
 

'

. 

- 

•» 

.

旗
本
が
經
濟
生
活1
豐
か
な
ら
し
め
ん
と
ず
る
た
め
に
は
、

)

定
の
.綠
高
だ
け
を
頂
戴
し
て..ゐ
る
だ
け
で
は
不
可
能
：で
あ
る
。
彼
等

は
如
何
に
.も
し
て
餘
德
多
き
役
に
っ
く
必
要
が
あ
る
0

そ
こ
に
賄
賂
が
公
然
行
は
れ
る
必
然
性
が
あ
る
。
外
面
の
體
裁
を
荥
ち
、
有

¥

.

.

.

.

.

 

•

、

に
暮
す
た
め
：に
は
、.事
の
正
不
正
を
問
ふ
べ
身
餘
地
は
な
い
。
.明
和
期
：に
於
い
て
旗
本
の
士
氣
が
著
し
く
頹
廢
し
た
の
は
、
田
沼
章
次 

の
積
極
政
策
が
反
面
に
於
い
て
旗
本
の
經
濟
的
困
窮
を
表
面
化
し
方
か
ら
で
あ
っ
た

o

旗
本
が
泥
醉
溺
死
し
た
り
、
外
村
大
吉
、
遠
藤 

甚
四
郞
、.
下
枝
采
女
、
：そ.の
他
無
數
.C
D

旗
本
等
の
不
良
行
爲
等
,
冷
日
の
所
謂
三
面
記
事
的
事
件
を
惹
起
し
た
の
は
毫
も
怪
し
む
に
运

り
な
い
0

:

(

そ
れ
等
め
'事
件
の
例
は
迀
善
之
助

「

田
沼
時
代」

六
七
丨
九
一
ー
頁
に
列
擧
し
て
あ
る

)

。
從
っ
て
松

平

定

信

、

水
野
越
前
守
の

. 

.

.

. 

.

諸
改
革
も
根
本
か
ら
旗
本
の
經
濟
坐
活
を
救
濟
し
得
ず
、
單
に
下
降
げ
る
水
流
を
ー
，
時
塞
き

.と
め
た
に
過
ぎ
な
い
。

「

世
に
合
は
'ぬ
.武 

藝
學
問
御
#

衆
の
た
'̂
慇
1 !
に
律
義
な
る
人」

と
宕
は
る
X

如
く
、
旗
本
の
武
士
と
し
て
の
機
能
は
江
戶
生
话
広
^

っ
て
、
完
金
に
破
壞 

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
維
新
に
際
し
、
旗
本
武
士
の
無
氣
力
を
慨
嘆
す
る
者
も
あ
る
が
、
彼
等
の
經
濟
的
困
窮
杧
基
く
頹 

廢
は
何
人
も
こ
れ
を
如
何
と
も
な
し
得
ぬ
程
の
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

.
幕
末
期
の
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
武
士
を
嘲
弄
す
る
落
首
落
書
は
益
々
多
く
、
益
々
辛
竦
に
な
っ
て
來
た

:01

々
こ
、
に
例
證
す
る
こ 

と
は
略
す
が
、
こ

れ
は
明
，か
に
武
士
の
町
人
階
級
に
對
す
る
地
位
が
實
際
的
に
下
落
し
た
反
影
と
見
ら
れ
得
る

o

ト

ー

述

せ

る

が

如

き

旗 

本
の
經
濟
的
困
窮
は
あ
ら
ゆ
る
點
か
ら
武
士
を
し
て
町
人
.に
隸
屬
せ
し
め
た0 
_旗
本
が
そ
の
家
計
の
困
難
か
ら
、
家
計
一
切
を
出
入
町 

人
等
に
任
せ
て
、fV

の
贿
に
依
っ
て
坐
活
す
る
者
も
坐
じ
たo

あ
る
意
味
に
於
い
て
こ
れ
も
賢
明
な
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
橋
本
敬
簡 

旗
本
困
窮
の
過
程
に
っ
い
て
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四
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い
_

媒
ち
：̂

,

:

^
、

失
^

_

次
藏
宿
浪
ど
元
を
挪
く>
,»
)

致
す
は
少
し
者
别
洧
把
ま
炎
办̂

仕
送
％
用
^

<

.:悅
捧
#

に

取

し

，

段

々

操

ど

に

^

て
9

終
；に
は
赶
れ
十
分
に
朝
澗
を#
元
、
後
に
は
相
5 :

に
不
和
に
な
る
機
に
な
し
て
、
.德
分
は
仕
送 

.

|

杧
有
之
、.
救
み
.喪
名
在
人
^

^

_

の

内

嚴

く

儉
: %

ら
れ
.た
.る
咏
損
.に
，て

身

止
%

直
.も
.次

興

主

认
^

色
.

《

槁
ゆ
を
設
け
壮
送̂
 

.

.ょa

餘
谡
0

金
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